
共催：第124回日本眼科学会総会／LIME研究会／株式会社日本ルミナス

手術治療は手術そのものの成否ではなく、眼科では術後視力のみならずQuality of Vision
(QoV)が重要であるのはいうまでもない。最近、白内障および角膜手術における術前の
眼表面評価が重要視されている。今回のセミナーでは、術前検査での注意点、術前のドライアイ
および眼表面のコントロールを中心に、眼表面・涙液が手術に及ぼす影響について述べる。 

ASCRSが発表した眼表面疾患(OSD)をスクリーニングするアルゴリズムは、視機能に影響する
OSDを術前に把握し、治療することが特に多焦点IOLで重要であることを示している。そこで
本セミナーでは、OSD治療の基本と最新情報を共に学びたい。
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術前にサブクリニカルなドライアイ・マイボーム腺機能不全（MGD）があった場合、術後視力
が（1.5）に改善しても患者さんは不満を訴える。患者さんは見えることはもちろん、快適さを
求めるもの。長らく術者を苦しめてきたこの問題に光が見えてきた。 
このセミナーで、2ランク上の扉を一緒にあけませんか。 

2ランク上を目指して ～M22で行う術前術後のドライアイ対策～ 
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